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現在、日本国土の東西南北の「極（端）」で、一般

の旅行者が自由に行きつける場所は、沖縄県与那国島

の西崎（いりざき）しかありません。日本国最東端も

納沙布岬ではなく、南鳥島です。しかし、一般の旅行

者が公共交通機関だけで来られる場所では、間違いな

くここ納沙布岬が最東端です。実際にここには、いろ

いろな「最東端のモノ」があります。

これは「日本最東端のポスト」です。南鳥島には郵

便局も郵便ポストもありません。国後島や択捉島には

郵便局もポストもあるでしょうが、日本郵便の管轄で

はありません。また、納沙布岬には郵便局はないので、

「日本最東端の郵便局」は、根室港外の「珸瑤瑁（ご

ようまい）郵便局」ということになります。

これは「日本最東端の電柱」です。納沙布岬の灯台

に電力を供給する為の電柱です。その向こうの電線は

「日本最東端の電線」です。しかし南鳥島にも電柱は

あるので、正確には「北海道最東端の電柱」

これは「日本最東端のカモメ」です。古い木の杭に

「私が日本最東端のカモメでございます」と言わんば

かりに、ポーズをとって大サービスでした。

正確には「オオセグロカモメ」です。下嘴に赤い斑

があるのが特徴です。目の周囲に「縁取り」があるの

で、目つきはカモメよりも鋭く見えます。ウミネコに

も似たような縁取りがあり、遠目には見間違えそうで

すが、ウミネコの嘴の先端はもっと赤が強く、更に黒

い帯もあるので、見分けられます。

これは「日本最東端のおにぎり」不思議なことに、

この写真を撮ったあと、このおにぎりはなくなってい

ました。カモメがとっていったのかと思いましたが、

たぶん、私が食べてしまったのでしょう。



バス停の近くの根室市の施設で、こんな証明書をく

れました。スウェーデンの北部を旅行した時も、列車

の車掌さんから「北極圏到達証明書」なる紙切れをも

らいましたが、まあ、似たようなシロモノです。

１時間ちょっとの滞在で、根室駅前行きのバスが出

ます。旅行者にはちょうど良い滞在時間です。路線バ

スなのですが、ダイヤは、列車の発着時刻と観光客の

納沙布岬散策に合わせてくれているので、旅行者にと

っては大変助かります。

根室市内の道路標識には、ロシア文字も併記されて

います。かつては実際にロシア人観光客や船員も多か

ったそうですが、今はほぼ見かけないそうです。

根室駅の待合室には、すでに大勢が並んでいました。

更に列車が着くと、そのまま折り返して乗る乗客で、

列が長くなるのですが、その前にバスが到着てくれま

した。おかげで、帰りの釧路行の列車にも楽に座るこ

とができました。帰りの列車も１両きりでしたが、座

れなかった人はいなくてよかったです。

帰りの列車からも、当然ながら行きと同じ風景が見

えます。「落石岬（おちいしみさき）」がよく見えまし

た。落石岬は太平洋に突き出したような岬です。その

地形から、アイヌ語の「オクチシ」（頭と首のような意

味）に由来します。落石（らくせき）とは無関係です。

周囲の比高約 50mの断崖は、古第三紀前期（約 6000
万年前）の礫層で、地質的には非常に興味があります。

次回は行ってみようと思いました。（産総研地質図）


